













































































対 象 者 数 回 収 数 回 収 率 実習体験者数
実習体験者の
占め る 割 合
大学 ４５３名 ３７１ ８１．９％ １９１ ５１．５％
専門学校 ５４２名 ４８１ ８８．７％ ３０２ ６２．８％







































質 問 項 目 第１因子 第２因子 第３因子 第４因子
実習で自分にあった分野がわかった ０．８９７ －０．１１９ －０．０５０ ０．０７６
自分に合っている分野がわかってきた ０．８６４ －０．１３０ －０．００３ －０．００４
実習で将来進みたい方向や目標が見えてきた ０．７８２ ０．１０７ ０．０３３ ０．０１３
将来進みたい方向や目標が見えてきた ０．６６９ ０．２２１ ０．０４０ －０．１０２
看護は大変なだけに学びがいがある ０．０２２ ０．６４２ ０．０３４ －０．０１３
実習は対象者と接することで勉強になる －０．１１６ ０．６２６ ０．０９６ ０．１１６
実習は学んだことが活かせるので楽しい ０．１６４ ０．５８９ －０．０７０ ０．０３６
今は看護を選択したことを後悔している ０．０４３ －０．４７２ ０．１５７ ０．０７０
知識を使って考えなくてはいけないので大変 －０．０１２ ０．０２１ ０．７６５ －０．０３９
記憶することが多く思っていたより大変 ０．０６９ －０．０３９ ０．７１９ －０．０１１
対象者のケアを考えなくてはいけないので大変 －０．０６６ －０．０６７ ０．５０１ ０．０６０
実習で先輩看護師のサポートが勉強になる －０．０１３ －０．０６５ ０．００４ ０．８６０
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